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ヤ(a)-1 --- O atrate 1
(1.1)








が存在して･1≦ スCでは tliimwPl(0)-Ok対 してス> スCではtliimPt(0)≠0となる01-10
での臨界現象は,次のように臨界指数 tp,A,♂)で記述 されるであろうヲ･3)
}< スC: ,ot(0)一 eXp(-i/T)
T～(}O-A)~A
A-lc: ,ot(0)- {∂





















































元 W) 一 ∂(W)-n c,
亨(W) 一 ∂(W)~97,
β=1~ ?〟
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